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明治大正期愛知県下織物生産の統計的分析

１．はじめに

戦前期にあって日本の近代工業の発展を主導した部門が繊維工業であったこ

とは言を俟たない。筆者はこれまでに大阪府を中心に明治大正期の綿織物工業

の近代化と産地形成の状況を検討してきた１）。これは明治後期から大正期にか

けて、大阪府が全国最大の綿織物生産地であったことを捉えたものであった。

と同時に、当時大阪府と並ぶ２大産地のもう一方が愛知県であったため、愛知

県についてもごく概略であるが、綿織物生産状況に検討を加えた２）。しかし、

そこでの分析は綿織物に限定したものであったし、時期的にも限られたもので

あったため、その踏み込んだ検討は残された課題のままであった。

近現代にあって、日本の二大繊維産地を擁した大阪府と愛知県について、そ

れぞれを詳しく分析することは、単に特定の限られた地域事例を紹介するとい

うだけにとどまらない、我が国の繊維工業地域の成り立ちを明らかにするうえ

で重要な課題である。そこで本稿では、前稿で中途半端な検討に終わっていた

明治大正期における愛知県の織物生産状況を、統計的に詳細に分析し、とくに

その県内における地域的な特性を明らかにして、織物工業地域形成の研究を一

層深化させる一環としたい。

明治大正期の織物生産状況を示す統計資料は、道府県別全国値については、

１８８４（明治１７）年に始まる『農商務統計表』３）が毎年出されているが、各府県内

の郡市別資料については、それぞれの府県でほぼ毎年刊行されている「府県統

計書」もしくは「府県勧業年報」によるほか、経年変化を追うすべがない。本

稿では『愛知県統計書』および『愛知県勧業年報』を主たる資料として利用し

ながら、愛知県内の郡市別織物生産動向を分析するが、以下では、まずこれら

の統計資料の記載内容について検討し、その具体的内容と利用上の課題を明ら
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かにしておきたい。なお、『農商務統計表』や全国の「府県統計書」、「府県勧

業年報」における産業経済統計の調査様式の基準となった「農商務統計様式」

等の内容と変遷については、松田芳郎編（１９８０）を参照されたい４）。

２．明治大正期愛知県における経済統計について

（１）愛知県における統計書類の刊行状況

愛知県における統計書の刊行は、１８７７（明治１０）年の『愛知県統計書』が利

用できる最も古いもので、それ以前については所在が確認できていない。府県

によってはそれ以前に、「統計概表」、「府県治一斑」などの名称で、冊子もし

くは一枚物の形での統計表が出版されているところもあるが、現在、愛知県で

はそうした古い記録は見当たらない。「県統計書」は各県の内務部もしくはこ

れに相当する部局で編纂されたものであるが、これとは別に勧業部など、中央

政府では農商務省が管轄する産業経済振興の担当部局が刊行した資料に「勧業

年報」などの名称をもつ統計書がある。愛知県では最初のものが１８７８（明治１１）

年に刊行されたとされているが、現在その所在は不明である５）。現在確認でき

る『愛知県勧業年報』は１８９５（明治２８）年が最も古く６）、１９０６（明治３９）年ま

で毎年刊行されているが、１９０７年以降は『愛知県統計書』に統合されたものと

みられる７）。

ところが、愛知県ではこの現存する１８９５年以降の『愛知県勧業年報』が刊行

されている間に、『愛知県統計書』は刊行されていなかったとみられる。同書

は１８９１（明治２４）年版まではほぼ毎年刊行されてきたとみられるが、１８９２年、

９３年版が『明治二十五年明治二十六年愛知県統計書（全）』の合併版、翌８４年、

８５年版も同じく２年度合併版として刊行された後、１９０７（明治４０）年版が出さ

れるまでの間、中断していたようである。その間は、『県統計書』に替わって

『愛知県治一班』が１８９５年版の第１回から１９０６年版の第９回まで刊行されてい

るものの８）、『愛知県治一班』には特に同書刊行の経緯についての説明がなく、

内容的にはほぼ『県統計書』を踏襲している。本稿では基本的には刊行年次の

継続する『愛知県統計書』と『愛知県勧業年報』を利用して、愛知県内の織物
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生産状況を把握する。

（２）『愛知県統計書』と『愛知県勧業年報』にみる織物の記載内容

『愛知県統計書』にみる織物生産統計は、１８７７年版と７９年版に物産を提示す

る第３門「特有物産」の項目に、織物品目名とその製造数量が挙げられている

のが始まりである。ちなみに７９年の記載品目は、白木綿、綿フラネル（筆者補

注：綿フランネル）、佐々飛白、結城縞、絞木綿、縞木綿、木綿小倉織、白紋

羽、緞通、絹織物、足袋織底、襟巻の１２品目であるが、絞木綿は織物よりも染

色に含めるべきであろうし、綿製品と絹製品の区別も明瞭ではない。数量は白

木綿の１，３５１，４５７反、絞木綿の８１３，０１６反、縞木綿の３７２，９５６反、結城縞の２２２，７９４

反などが主なものである。これらの数字が当時の県内織物生産のどの程度を捕

捉したものかはわからない。しかし、この後しばらくは織物関係の記載がなく、

次に織物生産関係の統計が記載されるのは、１８８４（明治１７）年からで、この年

次以降は内容の精粗はあるものの、織物生産統計が記載されるようになる。

１８８４年の記載内容は、織物の品目別区分はなく、郡市別の織物製造高と製造

人員が示されるのみで、記載をみない郡も多く、どの程度の捕捉が行われたの

か明らかではない。翌８５年以降になると、生地素材別（以下、特に断りのない

限り種類別と表記する）織物生産数量と生産価額が郡市別に記載されるように

なる。分類は絹織物、絹綿交織物、絹麻交織物、木綿織物、綿麻交織物、麻織

物、雑織物の種類別７区分であるが、まだ各種類ごとの詳しい品目別（以下、

羽二重、白木綿など各種類ごとの織物品目を指す）統計には至っていない。こ

の区分は１８８９年以降、絹織物、絹綿交織物、木綿織物、絹麻及綿麻交織物、麻

織物、雑織物に整理され、さらに１８９４年以降は絹織物、絹綿交織物、木綿織物、

麻織物及其交織物、雑織物に統合整理されている。『愛知県統計書』において

各種類ごとの詳しい品目別統計が登場するのは、１８９５（明治２８）年版からで、

これは県総数のみであり、郡市別には示されていない。こののち、『愛知県統

計書』の刊行は中断し、１９０７（明治４０）年版からの再開以降は郡市別数値とし

て利用できるようになる。

品目別で愛知県の項目記載の特性をみると、綿織物に関して１９０８（明治４１）
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年から「岡木綿」の項目が挙げられ、「白木綿」と並んで大正中期まで継続し

ている。「岡木綿」は真岡木綿を倣ったものとされ、広義には白木綿に含めて

もよいだろう。実際に１９１５（大正４）年以降の綿織物の品目分類では、小幅白

綿布類の分類が「岡木綿」と「其他白木綿」の２項目に整理されている。

さらに品目統計と並んで織物生産状況を明らかにする機業戸数統計（職戸数、

織機台数、職工数などを示す統計）については、『愛知県統計書』では１８８６（明

治１９）年から「著名製造物品」の項目が掲載され、そこに製造主と職工の数が

記載されるようになるが、「織物」がその一項目として取り上げられ、前年８５

年の数値が併記されている。ただし、製造主、職工が具体的にどのような様態

の製造場に属するものを指しているのかは明らかでない。しかし、この項目も

８７年までで３カ年分しか記載がなく、本格的な機業戸数統計が登場するのは、

１８９４（明治２７）年以降のことである。１８８３（明治１６）年に出された農商務省の

「農商務通信規則」では、織物生産に関して「製造家数」、「工員数」、「機数」

の項目が挙げられていたものが、８６年の「農商務通信事項統計様式」では機業

戸数統計が省かれ、９４年の「農商務統計様式」で復活するまでの間は、機業戸

数が統計的に掌握できない状況にあった。『愛知県統計書』では１８８０年代の記

載内容が農商務省の様式とはずれるものの、１８９４年以降に機業戸数統計が登場

する点は農商務省の様式に対応している。１９０７（明治４０）年以降は、ほぼ「農

商務統計様式」に沿った分類や記載が行われるが、大正期に入って、１９１５（大

正４）年～１９２１（大正１０）年の間は愛知県の独自集計として、織機数欄に「足

踏機」の項目がたてられている。

つぎに、１８９５年から利用できる『愛知県勧業年報』の記載内容をみておこう。

同書の記載内容は、基本的には従前の『愛知県統計書』を踏襲しており、織物

生産統計に関しては、種類別の生産数量および価額が郡市別に示されている。

各種類ごとの品目別統計は１８９９（明治３２）年からの３年間に、名古屋市など一

部の郡市のみ記載されるにとどまり、尾張、三河の国別集計もないため、県内

の地域的展開状況を十分には把握できない。また、同年からは「農商務統計様

式」の改訂に合わせて、毛織物が種類別項目としてあげられ、のちの『愛知県

統計書』へ引き継がれていく。なお、１９０２（明治３５）年からは、新しい品目と
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して「綿毛布」と「機械織広幅綿布」が、翌０３年からは「タオル」が項目とし

て付け加えられる。これらは農商務省の「織物指定特別調査」の品目としてあ

げられたもので、本来は綿織物の中に含められるべきものであるが、『愛知県

統計書』に引き継がれた後も、１９１４（大正３）年までは綿織物とは別立てで記

載されているため、集計上注意が必要である。

機業戸数統計に関しては、農商務省の「農商務統計様式」の１９０４（明治３７）

年の改訂に合わせて、同年から生産形態別（工場、家内工業、織元、賃織業の

４形態）戸数、織機数（力織機・手織機別）、職工数（男女別）が郡市別に掲

載され、１９０７年からの『愛知県統計書』へ引き継がれる。

以上、明治期から大正期にかけての『愛知県統計書』ならびに『愛知県勧業

年報』を取り上げて、その記載内容とその変遷についてみてきたが、これら以

外にも『愛知県治一班』が『愛知県勧業年報』とほぼ並行して刊行されている

ものの、その記載内容は上記二つの資料を踏襲したものであり、ここでは説明

を省略する。愛知県における織物生産状況を地域的に詳しく検討する上では、

これらの資料による郡市別の把握が必須であるが、１８８９年から１８９４年にかけて、

つまり明治２０年代中葉の時期には郡市別記載が省略され、さらに各種類ごとの

品目別織物生産統計についても、郡市別には１９０７年以降でしか記載がない。こ

れらは全体としてみると、農商務省による１８８９（明治２２）年の「農商務通信事

項統計様式」の発令、１８９４（明治２７）年および１８９９（明治３２）年の「農商務統

計様式」の発令により、織物品目の細分化、詳細化が進むなかにあって、愛知

県での当初の統計業務がその変化に追いついていなかったこと、あるいは、地

域的な記載も明治２０年代から３０年代にかけての時期に簡略化され、十分な統計

的情報提供が実施されていなかったことを示している。１８９５年からの『愛知県

勧業年報』や『愛知県治一班』は判型が小さく、文庫版程度の大きさにとどま

っており、当然盛り込まれる情報量は限定せざるをえない。そうした状況は当

時の愛知県の財政事情や地方行政担当者による統計業務の重要性への理解度な

ど、種々の要因が作用していると思われる。

以下では、これらの資料により、上記問題点を考慮しながら、明治大正期の

愛知県における織物生産状況を統計的に検討する。
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３．明治大正期愛知県における織物生産動向

まず、明治大正期の時系列的な織物生産動向を追う前に、この時期の織物生

産のピークであった１９１９（大正８）年における愛知県の全郡市別機業戸数、織

物種類別生産額を第１表にみておこう。この表では、原表の機業戸数統計が毛

織物とそれ以外の絹・絹綿・綿織物などを分けて、別掲載されているものを集

計して示している。県全体の機業戸数は２万戸を超えるが、その大部分が尾張

地方に集中し、戸数でみれば、名古屋市と中島郡が５，０００戸台で突出しており、

丹羽郡の３，４４２戸、葉栗郡の２，２９４戸がこれに続いている。しかし、生産能力を

最もよく示すとみられる織機台数では名古屋市の２万台弱に次いで、知多郡の

機業戸数 うち工場数 織機台数 職工数
合計

愛 知 県
尾 張
三 河

２０，６３９
１９，２３３
１，４０６

７５５
５９３
１６２

７３，１９８
６５，１６５
８，０３３

７７，７４１
７０，１０１
７，６４０

２４２，１３３，２５４
２０９，７３７，８０５
３２，３９５，４４９

名 古 屋 市
愛 知 郡
東春日井郡
西春日井郡
丹 羽 郡
葉 栗 郡
中 島 郡
海 部 郡
知 多 郡

５，８６８
５２６
１１
１０３
３，４４２
２，２９４
５，６１８
１，０８５
２８６

２２５
５０
５
１６
３９
１９
１３４
８２
２３

１９，８９７
５，１１０
３２７
２，１６３
４，８０４
３，１６９
１２，４３２
４，４３２
１２，８３１

２３，１０５
９，０５４
４４２
２，７１１
５，００６
３，５９１
１２，２７６
４，６２５
９，２９１

４９，４０６，６９４
２０，３５４，５７５
１，２８８，０２９
８，５９１，４９７
６，２２８，７５９
６，４１４，７４３
４１，７８３，６７８
２５，０２８，６１５
５０，６４１，２１５

豊 橋 市
岡 崎 市
碧 海 郡
幡 豆 郡
額 田 郡
西 加 茂 郡
東 加 茂 郡
北 設 楽 郡
南 設 楽 郡
宝 飯 郡
渥 美 郡
八 名 郡

３８
４９
５２
１１５
７２
－
４２５
５１
１
５５３
４５
５

２
１８
２１
３８
２８
－
４
－
－
５０
１
－

２０４
１，２２３
１，０３８
１，８２１
１，２９０
－
４９０
５１
２

１，８１７
９２
５

１６７
１，２５３
８３０
１，６９５
１，４３３
－
４９６
５２
２

１，６３２
７５
５

１，２２５，９７８
６，２６１，４２７
５，７８０，８４２
４，９９３，２０２
６，１８７，０１１

－
１４９，７１０
５，８４４
１，２９６

７，６６９，３０６
１１７，２１３
３，６２０

第１表 愛知県の郡市別織物生産状況（１９１９年）

注）単位は（戸）、（台）、（人）、（円）。その他には麻織物、雑織物、緞通・地氈を含む。
資料）『愛知県統計書』より
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１２，８３１台と中島郡の１２，４３２台が次ぎ、他郡市を大きく上回っている。職工数で

も似通った傾向を示すが、知多郡の割合が低下する一方、愛知郡が知多郡に並

ぶ数を示している。織機台数が職工数を上回るのは尾張地方では知多郡と中島

郡のみで、とくに知多郡での労働生産性が県内では高いことがわかるが、同年

の大阪府の数字をみると、戸数１，９１０戸、織機台数５１，６３９台、職工数４６，３３１人

で、各指標とも愛知県より少なく、とくに戸数は１割以下に過ぎない。しかし、

織機台数は職工数を上回り、大部分が「工場」生産に移行しており、織物生産

額では、愛知県の２．４億円を上回る３億円超を示し、工場を中心とした高い生

産性に基づく織物生産状況に達していた。

織物生産額では知多郡の５，０６４万円と名古屋市の４，９４１万円が大きく、これに

織物生産額
絹織物 絹綿交織物 綿織物 毛織物 その他
９，４２２，５６６
９，３４９，９７９
７２，５８７

２２，８８７，６９０
２２，８８４，４４９

３，２４１

１６３，１７２，９４９
１３１，２３１，５５９
３１，９４１，３９０

４５，４２８，９９１
４５，４２９，０４２

－

１，２２１，０５８
８４２，８２７
３７８，２３１

５，１７６，３２３
３６４，００３

－
１，７０５，３９０
１，１１８，９０１
４６６，２７７
４９８，８１２
２０，２７３

－

４，６３０，７０６
１，２８７，９０１
２７，１３８
４８１，０５４
１７１，４４５
３，９７０，２９４
１１，８４７，９５４
４６７，９５７

－

３４，８０２，３４３
１７，９５７，６２９
１，２６０，８９１
３，４１６，８６０
４，９１８，３２３
１，６９５，２５７
１２，８６９，２０３
４，０７６，０３８
５０，２３５，０１５

４，２３６，２６４
７３９，０４２

－
２，９４９，７１５

－
１０４，２１４

１６，５２９，２６０
２０，４６４，３４７
４０６，２００

５６１，０５８
６，０００
－

３８，４７８
２０，０９０
１７８，７０１
３８，５００

－
－

３６，８３８
４２０
－
－

５，４００
－

１，１４０
２，９６３
１，２９６
２，３８５
２２，１４５

－

１５０
３４６
－
－
－
－
－
５９５
－
－

２，０９０
６０

１，１８８，９９０
６，２６０，６６１
５，７８０，８４２
４，９９３，２０２
６，１８１，６１１

－
１４８，５７０
２，２８６
－

７，２８８，６９０
９２，９７８
３，５６０

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

３７８，２３１
－
－

（
八
八
）

― ７ ―



中島郡の４，１７８万円が続いている。さらに海部郡、愛知郡が２，０００万円台で続く

が、三河を含めて、このほかの主な郡市は、西春日井、葉栗、丹羽、宝飯、岡

崎市、額田、碧海、幡豆などである。種類別では、全体とすれば綿織物が圧倒

的であるが、名古屋市や愛知郡、とりわけ知多郡で綿織物生産が他を圧倒する

ものの、名古屋市の場合は絹織物、絹綿交織物、毛織物などがそれぞれ相当量

生産されている。また、中島郡や海部郡では毛織物が最大品目で、前者では綿、

絹綿も毛織物に匹敵するほどの生産額を示しており、葉栗郡では絹綿交織物が

最大品目である。三河地方は綿織物がほぼ中心となっているが、三河高原など

山間地に位置する東・西加茂、南・北設楽、八名などの諸郡では織物生産があ

まり盛んではない。なお、尾張地方でも愛知、東・西春日井郡のように、名古

屋近郊で大規模な工場の出現によって、急激に生産額を高めた地域と尾張西部

の在来織物産地とでは、機業戸数に大きな違いがある。

こうした状況を踏まえて、以下では尾張地方の名古屋市と丹羽、葉栗、中島、

海部、知多５郡、三河地方では岡崎市を含めた額田９）、碧海、幡豆、宝飯４郡

を中心に取り上げ、その動向をみていきたい。なお、各郡市の位置については

『明治四十二年愛知県統計書』の付図を第１図に示した。

（１）機業戸数統計の分析

全国の主要機業地の類型化を試みた神立春樹（１９７４）は、愛知県を大阪府な

どと並ぶ「第一の類型」に含め、江戸期以来の在来機業地を有しつつも、大規

模な紡績資本による兼営織布が卓越した地域類型に当たるとしている１０）。そし

て、明治大正期において愛知県内の中島郡に代表される在来織物産地の停滞と、

名古屋市、知多郡といった新興の工場生産地域の台頭を指摘している１１）。また、

拙著（２００１）では明治末から大正中期にかけての全国的に織物生産が急増した

時期に、在来綿織物産地での織物生産の工場生産化が大阪や愛知で急展開する

ものの、愛知県の工場生産の展開や力織機化の展開が、大阪府との比較ではや

や遅れていたことを指摘した１２）。ただし、大阪府の織物生産が綿織物と一部地

域での毛織物生産に特化していたのに対して、愛知県では綿織物生産がこの時

期に急増するものの、在来の絹織物や絹綿交織物生産が大きな意味を有し、さ
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らに東京や大阪と比べるとやや遅れて展開するものの、毛織物生産がこの時期

に急増して、多様な織物生産が展開している。ここではその詳細で具体的な状

況をみていくが、まずは織物生産力を示す機業戸数統計の検討から始めよう。

ａ）絹・絹綿・綿・麻織物

『愛知県統計書』類（『愛知県勧業年報』を含める〔以下同様〕）で系統的に

機業戸数が掲載されるのは、１８９４（明治２７）年以降であり、織物生産が戦前期

の頂点に達する１９１９（大正８）年までを５年ごとの状況で、県内の主要郡市に

第１図 愛知県管内図（『明治四十二年愛知県統計書』付図）
資料）『愛知県統計書』（明治４２年版）より（なお、原図は彩色図で６０％に縮小した。）
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ついてみてみよう（第２表）。愛知県全体の動向をみると、１８９４年の機業戸数

３５，７２６戸から、年によって比較的大きな増減の変動はあるものの、１８９９（明治

３２）年以降の数年間１万戸台に減少した後、１９０４（明治３７）年の前年から旧に

復し、０４年には４８，２５１戸と明治大正期の最大数に達している。その後総戸数は

漸減し、１９１５（大正４）年には１４，１３６戸まで減少した後、微増して大正中期に

は２万戸余を数えている。１９０４年以降の生産形態別戸数でみると、この変動は

基本的には１万～４万戸を占める「賃織業」の戸数変動を示している。「工場」

は１９０４年以降数年間は３００～４００戸前後、１９０９年以降は５００～７００戸の間で推移し

ている。「家内工業」（１９１５年以降は「職工数十人未満ノモノ」）は明治期に２，０００

年次
全 県 尾張地域

戸数 機数 力織機 比率 職工数 平均 戸数 機数 力織機
１８９４年 ３５，７２６ ６０，２４３ … … ６２，２２７ １．７ … … …
１８９９年 １５，７３８ ７０，３１１ … … ７７，９２８ ５．０ ８，１９５ ４２，７８１ …
１９０４年 ４８，２５１ ６９，５７８ １，４８９ ２．１ ５８，４０８ １．２ ３６，２５０ ５１，４４７ １，２６０
１９０９年 ３０，６３５ ５９，３８７ ８，９５１ １５．１ ５６，３３０ １．８ ２６，２１２ ４６，３９３ ６，７４３
１９１４年 １５，５２０ ４６，７１７ １６，６４４ ３５．６ ４２，６７１ ２．７ １４，２５０ ４０，４７０ １２，８７４
１９１９年 ２０，２４３ ６６，９３２ ３２，０４４ ４７．９ ７１，０２０ ３．５ １８，８３７ ５８，８９９ ２６，４３６

丹羽郡 葉栗郡
１８９４年 … … … … … … ９５５ ３，４３４ …
１８９９年 ５２２ ３，４６９ … … ３，５５１ ６．８ １，８８０ ３，９８２ …
１９０４年 ７，７１６ ９，６６０ － － ８，０７２ １．０ ２，１１５ ４，３７１ ６６
１９０９年 ４，１９１ ５，５７３ １，１５５ ２０．７ ５，１４４ １．２ ２，６２０ ３，９８０ ５０
１９１４年 １，４３９ ４，９３５ ２，４２９ ４９．２ ３，７３３ ２．６ ２，７２３ ３，４６３ ２
１９１９年 ３，４４２ ４，８０４ ９５７ １９．９ ５，００６ １．５ ２，２９１ ３，１２１ ２１２

海部郡 知多郡
１８９４年 … … … … … … ８，０７１ １０，４０２ …
１８９９年 ６４６ ３，２７４ … … ３，２１４ ５．０ ３，５３７ １１，６４３ …
１９０４年 １，４８４ ３，１０４ － － ２，６１４ １．８ １７，０４５ １９，８６８ ５９２
１９０９年 ３，０５８ ５，３４８ ４７０ ８．８ ４，１２６ １．３ ４，６９６ ９，０９１ ３，３０５
１９１４年 ８３２ １，３２５ ２３２ １７．５ １，４３７ １．７ １８５ ５，９０７ ５，８６５
１９１９年 ８２６ １，６２３ ４１７ ２５．７ １，５４５ １．９ ２８４ １２，７９９ １２，６３４

幡豆郡 額田郡
１８９４年 … … … … … … … … …
１８９９年 ５，２７９ ６，５３７ … … ７，０４１ １．３ ５９９ １０，０８５ …
１９０４年 １，５８０ ３，０２７ ５５ １．８ ２，１０５ １．３ ３，８５１ ６，２６９ ６９
１９０９年 ５２９ ５，５１３ ５７４ １０．４ ５，６０５ １０．６ ３１６ ９５１ ２９４
１９１４年 ４１７ １，３４１ ６５４ ４８．８ ８７５ ２．１ １２４ １，９２８ １，６２４
１９１９年 １１５ １，８２１ １，３７５ ７５．５ １，６９５ １４．７ １２１ ２，５１３ ２，１３６

第２表 愛知県の主要郡市別機業統計（毛織物・敷物類を除く）

注）単位は戸数（戸）、機数（台）、職工数（人）、力織機は機数の内数（台）。比率は力織機比率（％）、平均は平均職工数（人）
を示す。…は資料なし。対象は絹・絹綿・綿・麻・雑織物生産者。
当該年の数値に疑問があるため、碧海郡の１９０４年欄は１９０３年値、幡豆郡の１８９９年欄は１８９８年値を掲げた。額田郡の１９１９年
値には１９１６年に市制施行した岡崎市を含む。

資料）『愛知県統計書』、『愛知県勧業年報』より作成。
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～３，０００戸台で推移したものが、大正期に入るといったん９００戸前後まで減少し、

大正中期には再び増加している。「織元」は明治期には１，０００戸台であったが、

大正期には５００～７００戸前後まで減少し、その動向は賃織業の増減とほぼ対応し

ている。

織機台数をみると、１８９４年～１９０７年にかけては６万～８万台を数えたが、そ

の後漸減し、１９１５年に４．２万台で底を打った後、大正中期にかけては７万台前

後まで回復している。『愛知県統計書』では生産形態別統計の統計様式が始ま

る１９０４年から生産形態ごとの数値を掲載し始めるが、１９１６（大正５）年までで

その掲載を打ち切り、それ以降は戸数のみを形態別にあげて、機数、職工数に

名古屋市
比率 職工数 平均 戸数 機数 力織機 比率 職工数 平均
… … … １３３ １，６１２ … … １，５１４ １１．４
… ４４，８２９ ５．５ １７２ ３，４９９ … … ３，５８４ ２０．８
２．４ ４４，９７１ １．２ ３１０ ２，７８６ ４２２ １５．１ ３，２３９ １０．４
１４．５ ４３，４３２ １．７ ４，０３３ ９，０４３ １，１７４ １３．０ １０，０１７ ２．５
３１．８ ３７，４６４ ２．６ ４，４９０ １１，２２０ １，６２０ １４．４ １０，６３０ ２．４
４４．９ ６３，３８０ ３．４ ５，８１０ １８，４２８ ５，５８７ ３０．３ ２１，６９３ ３．７

中島郡
… ３，５２９ ３．７ ２，３５７ １４，９０４ … … １７，６１０ ７．５
… ５，０１８ ２．７ １，４１７ １６，６７２ … … １８，０９６ １２．８
１．５ ３，２８５ １．６ ６，２８８ ９，９６６ － － １０，１６４ １．６
１．３ ４，７９３ １．８ ６，３２７ ９，９５１ １８５ １．９ ９，８７６ １．６
０．１ ３，７８６ １．４ ３，８３３ １０，５７３ ９５５ ９．０ １２，８７５ ３．４
６．８ ３，５０２ １．５ ５，５７２ １１，１１７ １，５２１ １３．７ １０，９２７ ２．０

碧海郡
… ８，５６６ １．１ … … … … … …
… １１，０１０ ３．１ ４，５３７ ４，０５６ … … ７，４９７ １．７
３．０ １６，２１３ １．０ ３，０６８ ３，６８０ … … ３，２４６ １．１
３６．４ ６，５１８ １．４ ２，５２１ ４，５２６ ６３９ １４．１ ４，２９１ １．７
９９．３ ３，０６７ １６．６ １４１ １，２８３ ９２０ ７１．７ １，０３０ ７．３
９８．７ ９，２４５ ３２．６ ５２ １，０３８ ８６６ ８３．４ ８３０ １６．０

宝飯郡
… … … … … … … … …
… １３，８２５ ２３．１ ２，２３８ ３，６３０ … … ３，９０９ １．７
１．１ ６，２６９ １．６ ２，４８９ ３，６４７ － － ３，４２３ １．４
３０．９ １，１５９ ３．７ ２８８ ６７３ １８４ ２７．３ ７８８ ２．７
８４．２ １，２８４ １０．４ ２３５ １，０５９ １９９ １８．８ １，５８６ ６．７
８５．０ ２，６８６ ２２．２ ５５３ １，８１７ ９７９ ５３．９ １，６３２ ３．０
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ついては形態別数値を省略している。形態別の判明する１９０４年～１６年の１２年間

に工場での織機台数増加と賃織業での減少傾向が認められ、家内工業や織元で

は戸数同様、大正期に入ると減少している。力織機は統計に記載の始まる１９０４

年時点で１，５００台弱が導入されており、以降年による小さな増減はあるが、ほ

ぼ一貫して増加を続け、力織機化率も上昇して、大正中期には５０％前後に達し

ている。しかし、これは大阪府などと比べて普及率がまだかなり低い水準にと

どまっている。これは以下で詳しくみるように、名古屋市をはじめ県内で織物

生産の中心をなす尾張地方での力織機化が、知多郡を除いて低い水準にとどま

っていることが反映した結果である。

なお、『愛知県統計書』に１９１５年～２１年のみ記載をみる「足踏機」をみてお

くと、表には１９１９年値のみを掲げたが（第３表）、全県で１９１５年の１，４５９台から

じょじょに増加し、１９１７年に２，３７４台、１９１９年には最大の３，５７０台に達した後、

減少して１９２１年には３，５１５台となっている。例えば、１９１９年には手織機、力織

機ともそれぞれ３万台を超えているため、足踏機の占める割合は数％に過ぎな

い。ほぼ県下各郡市でみられるが、特徴的な点は中島郡での導入が進んでいる

ことで、同郡のみで１９１９年には１，５６５台を数え、このほか、海部郡、丹羽郡、

名古屋市などで１６０～２６０台程度を、三河地方では岡崎市、幡豆郡、宝飯郡で２７０

～４００台を数えている。知多郡での導入台数は数十台と少なく、また、毛織物

生産での足踏機の導入はみら

れない。

職工数は全体とすれば、ほ

ぼ織機台数と同様の推移を示

し、明治末～大正初期（１９１０

～１９１６年）には４万人前後ま

で減少するが、１８９５年の８．６

万人を頂点に５万～７万人台

で推移している。生産形態別

では１９１６年までの状況でみ

て、工場職工数の増加と賃織

郡 市 名 台 数 郡 市 名 台 数

愛 知 県 ３，５７０ 三 河 １，１７１

尾 張 ２，３９９ 豊 橋 市 ２４

名 古 屋 市 １６４ 岡 崎 市 ２６９

愛 知 郡 ３２ 碧 海 郡 ７６

西春日井郡 １２８ 幡 豆 郡 ４０８

丹 羽 郡 １８６ 額 田 郡 １５

葉 栗 郡 ３９ 北 設 楽 郡 １

中 島 郡 １，５６５ 南 設 楽 郡 ２

海 部 郡 ２６９ 宝 飯 郡 ３６９

知 多 郡 １６ 渥 美 郡 ６

八 名 郡 １

第３表 愛知県の郡市別足踏機台数（１９１９年）

注）単位は（台）。東春日井、西加茂、東加茂３郡は皆無のため省略。
資料）『愛知県統計書』より
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業職工数の減少傾向が明瞭で、職工総数の４万人前後に停滞する明治末から大

正初期の時期に工場が賃織業のそれを上回るようになっている。１戸当たり平

均職工数は、１８９９年値は前後の年に比べて戸数が著しく少ないのに、織機数や

職工数はあまり減少していないため、平均値が突出して大きいが、県全体の傾

向としては、明治後期から大正中期にかけてじょじょに拡大する傾向にあり、

工場の増加と賃織業の減少という動向に対応している。ちなみに１９１４年の生産

形態別数値を上げると、工場が３４．０人、家内工業が３．１人、織元が３．１人、賃織

業が１．４人で、賃織業の絶対数の多さが平均値を引き下げていることがわかる。

これらの県内における地域的傾向を知るために主要郡市についてみてみよ

う。大まかな地域的傾向として、明治後期以降の状況をみれば、織物生産の大

半は尾張地方の側に集中し、三河地方の占める割合は縮小する傾向にある。

まず、尾張地方からみていくと、１８９４年時点で織機数、職工数が県内最大の

郡は中島郡であり、機業戸数２，３５７戸、１４，９０４台、１７，６１０人を数え、知多郡の

８，０７１戸、１０，４０２台、８，５６６人がこれに次いでいた。これに葉栗郡、名古屋市な

どが続き、名古屋市自体はそれほど目立った存在ではなかった。しかし、１９０９

年には中島郡や知多郡が停滞的な中で、名古屋市での生産規模が急拡大してお

り、都市部での大規模工場生産の展開が反映している。さらに１９１９年では、名

古屋市が県内最大の織機数、職工数を示し、これに織機数では知多郡が、職工

数では中島郡が次ぐ形になっている。その他の葉栗郡や海部郡１３）、丹羽郡など

は生産規模があまり拡大せず、停滞した状況を読み取ることができる。とりわ

け、知多郡では大正期に入る頃から力織機の普及が進み、１９１４年時点で全織機

の９９％が力織機によって占められている。これに対して、中島郡をはじめ、上

述の諸郡では１０％にも満たない郡から２５％程度の力織機比率にとどまってお

り、名古屋市でもその比率は３０％にとどまって、知多郡の突出振りがよくわか

る。また、平均職工数規模では、知多郡が大正期に入って急速に拡大し、工場

生産が展開している様子が見られるものの、他の郡市では、名古屋市を含めて、

あまり顕著な平均規模の拡大がみられず、工場の展開よりも家内工業や賃織業

の数の多さが顕著である。

これらに対して、三河地方では、織物生産が盛んな郡は碧海、幡豆、額田、
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宝飯の４郡にとどまり、戸数、織機数、職工数とも特別多い郡はない上、全般

的には減少傾向を示している。ただし、力織機化は尾張側よりも進展しており、

力織機比率は１９１９年には８割前後、低い郡でも５０％を超えている。また、平均

職工数も宝飯郡を除けば、大正期に入って拡大し、数は少ないものの、力織機

を備えた織物工場による生産が大きな割合を占めるようになっている。

ｂ）毛織物

毛織物に関する機業戸数統計が『愛知県統計書』類に記載され始めるのは、

１９０５（明治３８）年以降のことで、第４表では同年を起点とし、他の年次は前表

に合わせている。０５年の毛織物機業戸数は全県で５戸にとどまるが、職工数は

２００人を数え、「工場」での生産によっていたとみられる。しかし、この時点で

はまだ力織機は導入されていなかったようである。統計上、力織機の導入は翌

１９０６年からであるが、力織機化は必ずしも速いペースでは進まず、１９１９年時点

でも県全体では２４．５％の普及率にとどまっている。毛織物工場は三河地方には

ほとんど展開せず、１９０６年と１９１７～１８年に豊橋市や岡崎市に散発的に何戸か現

れるが、ほとんど継続していない。尾張地方の場合も、東春日井、丹羽、葉栗、

知多の諸郡では少数の展開にとどまるか、年次によって散発的に記載をみるに

とどまっている。愛知、西春日井２郡では名古屋市近郊に毛織物工場が出現し、

一定の生産規模を有するようになるが、地域的には名古屋市と一体の展開とみ

るべきものである１４）。このため、ここでは全県数値と名古屋市、中島郡、海部

年次
全 県 名古屋市

戸数 機数 力織機 比率 職工数 平均 戸数 機数 力織機 比率 職工数 平均

１９０５年 ５ １４８ － － ２００ ４０．０ ２ ２５ － － ２５ １２．５

１９０９年 ４２ ８０６ ６２ ７．７ １，１３２ ２７．０ １１ ２１６ － － ２０６ １８．７

１９１４年 ８６ １，８５０ ２０２ １０．９ ２，６００ ３０．２ １４ ５５０ ５０ ９．１ ６８０ ４８．６

１９１９年 ３９６ ６，２６６ １，５３７ ２４．５ ６，７２１ １７．０ ５８ １，４６９ ４５２ ３０．８ １，４１２ ２４．３

中島郡 海部郡

１９０５年 １ ７０ － － ７３ ７３．０ １ ２３ － － ５７ ５７．０

１９０９年 ５ ２３１ － － ２３１ ４６．２ １ １６０ － － １７７ １７７．０

１９１４年 ２８ ６２４ ５０ ８．０ ９７３ ３４．８ １９ ３３８ ２０ ５．９ ４５４ ２３．９

１９１９年 ４６ １，３１５ ５９２ ４５．０ １，３４９ ２９．３ ２５９ ２，８０９ １８３ ６．５ ３，０８０ １１．９

第４表 愛知県の主要郡市別毛織物機業統計

注）標目、単位は前表参照。毛織物に関する機業統計は１９０４年以前は数値が得られない。
資料）前表に同じ。
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郡のみを示している。

毛織物戸数は大正期に入って急速に増加し、年による増減はあるが、大正中

期には３００戸台を数えている。表に見る１９１４年の数値は前後の年に比べても少

なく、大正期としては最小の数値であるが、生産形態別にみると、賃織業が激

減したことによっている。工場は１９０７年の１０戸前後からじょじょに増えて、１９１４

年には６２戸、１９１９年には１３８戸を数え、家内工業も同じ間に数戸から始まって、

数十戸（１９１９年は９２戸と急増している）をみている。織元も数戸から数十戸の

幅で変動するが、明瞭な増加傾向を示すわけではない。賃織業は数戸から２００

戸前後と年によって大きく変動しており、１９１４年には１５戸、１９年には１６０戸を

数えている。織機数、職工数はほぼ歩調を揃えながら増加し、大正中期には台

数、人数とも５，０００～６，０００を数えている。家内工業や賃織業の増加によって、

平均職工数規模は縮小傾向にある。

地域的な分布をみると、１９１９年には海部郡の２５９戸、２，８０９台、３，０８０人が最

も多く、名古屋市の５８戸、１，４６９台、１，４１２人と中島郡の４６戸、１，３１５台、１，３４９

人がこれに続いている。海部郡の戸数の突出した多さは賃織業の多さによって

いるが、名古屋市や中島郡では賃織業はほとんどみられない。ただ、中島郡で

は大正初期に１００～２００戸の賃織業が現れた時期があり、海部郡で賃織業の増加

するのは１９１７年以降のことで、県全体の賃織業の数値が年によって大きく変動

しているのはこうした２郡の動向が反映した結果である。海部郡では工場数も

大正中期には５０～６０戸へ増加しており、名古屋市と中島郡がそれぞれ２０～３０戸

にとどまることとは対照的である。家内工業も各郡市とも数十戸を数える。大

正中期には平均職工数規模で賃織業の多い海部郡が１２人弱と非常に小さく、名

古屋市や中島郡の半分以下の規模となっている。力織機の導入も海部郡が最も

低調で、６％程度にとどまるが、中島郡では４５％、名古屋市でも３０％に達して

いる。賃織業はいうまでもなく、家内工業でもあまり力織機の導入が進んでい

ないため、全体としての動力化はかなり遅れている。この点は毛織物に限らず、

知多郡を除く尾張地方に広く認められる傾向である。

以上のように、愛知県における機業戸数の動向は、全体としては尾張地方に

織物生産が偏りながら進んでいたことを示している。そのなかで、濃尾平野の
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中央に位置する尾張西部地域と名古屋市およびその周辺地域、知多郡という三

つの異なる地域的傾向を示し、これに三河地方平野部の碧海、幡豆、額田、宝

飯４郡が一つの地域的まとまりとして付け加わる構成となっていることがわか

る。以下では、織物種類別、品目別の生産状況をみていこう。

（２）織物生産統計の分析

ここでは『愛知県統計書』において、織物生産統計が郡市別、種類別に網羅

的に記載され始める１８８５（明治１８）年以降を取り上げ、戦前期における全国織

物生産の頂点に至る大正中期までの生産状況を分析する。まず、織物種類別分

類での生産額をみた上で、各種類ごとに主要品目の主要郡市別の生産動向をみ

ていく。

ａ）織物生産の全体的状況

大正中期の１９１９（大正８）年に織物生産は一つの頂点に達するため、この年

を含む明治大正期の５年ごとの織物種類別生産動向をみていくが（第５表）、

起点を１８８５年とし、織物品目別の詳細統計が掲載され始める１８９５年以降は、１８９９

（明治３２）年からの５年ごととし、大正末の１９２４年までを表示した。１８８５年の

織物生産総額は５３万円にとどまるが、生産規模の小ささだけでなく、統計的捕

捉率の低さも反映していると思われる。地域的には尾張地方に生産が集中して

おり、県内の８０％を占めるが、１８９０年代（明治２０年代）は三河地方の比率がい

ったん高まるものの、その後は尾張地方へ生産が集中する傾向を示し、１９２４年

には同地方が８８％を占めている。

種類別にみると、愛知県の織物生産の中心は綿織物にあり、１８８５年値でみて

織物全体の６４％を占めている。この年次のみ「その他」に含まれる麻織物の比

率が高いが、ほかの年次ではその他の比率はわずかに過ぎない。明治期にあっ

ては、絹綿交織物が綿織物に次ぐ生産規模を有し、愛知県の織物生産を特徴付

けている。１８９０年代には絹綿交織物の比率が高まり、１８９９年値では全体の２７％

を占めるに至るが、綿織物比率も６～７割を占め、むしろ明治末から大正期に

かけて、じょじょに綿織物の占める割合が低下する傾向を示し、１９１９年には

６７％、２４年には６１％となっている。同様に絹綿交織物、絹織物とも金額自体は
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伸びているものの、大正期にはその比率が低下するが、これらは１８９９年以降統

計に表れる毛織物の生産拡大の結果である。毛織物は１８９９年にはわずか２，９５０

円であったものが、１９１９年には４，５４３万円となり、大正後期には綿織物に次ぐ

生産額へ急増している。地域的にみると、明治大正期の織物生産はほとんどが

尾張地方に集中しており、綿織物でも尾張地方で明治期に６～７割を、大正期

年次
愛知県合計

合計 絹織物 絹綿交織 綿織物 毛織物 その他

１８８５年 ５３０，７５８ ２８，０１９ ４８，１７７ ３４１，２３１ … １１３，３３１

１８９０年 ２，６５８，２４１ ６３，１３７ ５４５，０２６ ２，０１８，０６２ … ３２，０１６

１８９５年 ７，９７６，１６４ ５８，１９２ ２，０４３，５１３ ５，８３２，２６５ … ４２，１９４

１８９９年 １１，８１９，０６８ ４４１，６６４ ３，２１１，１２４ ８，１６３，３３０ ２，９５０ －

１９０４年 １０，９９８，７９０ ５５８，６０２ １，２０６，５９２ ９，１７７，５０６ ５４，８１６ １，２７４

１９０９年 ２５，８６７，６０９ ２，１６６，４３５ ４，２１９，５１２ １８，８９０，５０２ ４５５，８４８ １３５，３１２

１９１４年 ３１，７８３，１２２ １，１０２，８０４ ４，３３６，９２９ ２２，７３６，１４８ ３，１１６，６１４ ４９０，６２７

１９１９年 ２４２，１３３，２５４ ９，４２２，５６６ ２２，８８７，６９０１６３，１７２，９４９ ４５，４２８，９９１ １，２２１，０５８

１９２４年 １９６，４６６，８３５ ６，７５９，４５４ １０，４８４，１２０１１９，０８９，７９１ ５８，５８２，４０６ １，５５１，０６４

尾張地域

１８８５年 ４２３，９２７ ２７，６６９ ４７，９８４ ２３５，１０８ … １１３，１６６

１８９０年 … … … … … …

１８９５年 ５，７４３，５０８ ５４，６１２ ２，０１８，１９９ ３，６４１，９６４ … ２８，７３３

１８９９年 ８，２３０，８８６ ４３９，３８９ ３，１１４，４３２ ４，６６６，７５５ ２，９５０ －

１９０４年 ９，２８６，３６２ ４８９，４５３ １，１９１，６８４ ７，５４９，８３５ ５４，８１６ ５７４

１９０９年 ２１，０８８，４１２ ２，１４１，５２６ ４，１３３，５６６ １４，３４２，２４２ ４５５，８４８ １５，２３０

１９１４年 ２６，８６２，２８５ １，０４１，５８６ ４，３１２，５８１ １７，９００，８７７ ３，１１６，６１４ ４９０，６２７

１９１９年 ２０９，７３７，８０５ ９，３４９，９７９ ２２，８８４，４４９１３１，２３１，５５９ ４５，４２９，０４２ ８４２，８２７

１９２４年 １７２，６００，１６７ ６，６８４，３３９ １０，４７９，２５５ ９５，６６９，７２１ ５８，５５４，２９５ １，２１２，５５７

三河地域

１８８５年 １０４，５４２ ３５０ １９３ １０３，８３４ … １６５

１８９０年 … … … … … …

１８９５年 ２，２３２，６５６ ３，５８０ ２５，３１４ ２，１９０，３０１ … １３，４６１

１８９９年 ３，５６５，５４２ ２，２７５ ６６，６９２ ３，４９６，５７５ － －

１９０４年 １，７１２，４２８ ６９，１４９ １４，９０８ １，６２７，６７１ － ７００

１９０９年 ４，７７９，１９７ ２４，９０９ ８５，９４６ ４，５４８，２６０ － １２０，０８２

１９１４年 ４，９２０，８３７ ６１，２１８ ２４，３４８ ４，８３５，２７１ － －

１９１９年 ３２，３９５，４４９ ７２，５８７ ３，２４１ ３１，９４１，３９０ － ３７８，２３１

１９２４年 ２３，８６６，６６８ ７５，１１５ ４，８６５ ２３，４２０，０７０ ２８，１１１ ３３８，５０７

第５表 愛知県の織物生産額

注）単位は（円）。…は資料なし。１８８４年以前は資料なし。また、１８８８年～１８９４年は一部の郡市の数値しか記載されていないた
め、地域別集計値は資料なし。その他には麻織物、雑織物、敷物類を含む。

資料）各年の『愛知県統計書』、『愛知県勧業年報』より

（
七
八
）
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には８割を占めている。さらに綿織物以外は尾張地方が９割以上を占めている。

三河地方は「三河木綿」の産地として名を馳せたが、この時期生産量で尾張に

遠く及ばず、しかも、織物生産の内容は実質的にほぼ綿織物のみに特化してい

る。以下、種類別に詳しくみていこう。

ｂ）絹織物

『愛知県統計書』類では絹織物の品目として、１９１４（大正３）年までは紋織

類、縮緬類、羽二重類、斜子類、糸織類、紬太織類、平絹類、絽類、傘地類、

透綾類、海気類（１９０７年以前）、朱珍類（１９０８年以降）、袴地類、男帯地類、女

帯地類、その他の１６品目（年次によって記載のないものもある）が上げられ、

さらに農商務省の「織物指定特別調査」による「輸出羽二重」（１９１８年まで継

続）が別立てで上げられている。これが１９１５年以降は、縮緬、紋織、白絹類（小

項目で紋羽二重、羽二重、その他に細分）、無地及縞着尺物類（小項目で糸織、

紬及太織、絣、その他に細分）、無地及縞広幅物類、男帯地類、女帯地類、そ

年次
愛知県合計

合計 紋織類 縮緬類 白絹類 無地・縞類 帯地類 その他
１８９５年 ５８，１９２ ７３６ ４，３８８ １６，３４３ １２，１７９ ４，５５８ １９，９８８
１８９９年 ４４１，６６４ ２２，７４４ １３，８９０ ３１８，２６４ ２２，３３０ ４，７６９ ５９，６６７
１９０４年 ７０５，０１９ ７７，０３８ － ４６８，４４３ ２，３５９ ９，２６７ １４７，９１２
１９０９年 ２，１６６，４３５ ８７，４８１ ８，１８０ １，０６５，７３７ １２０，３０５ １０９，８４６ ７７４，８８６
１９１４年 １，１４４，５７８ ５５３，２９６ ４８，５１５ ４６，１１１ ３６２，６１１ ３８，２９３ ９５，７５２
１９１９年 ９，４２２，５６６ ２６７，１６５ ２，８１３，１９９ １，４１５，７６８ ４，６１９，５６７ １０６，４７７ ２００，３９０

名古屋市
１８９５年 … … … … … … …
１８９９年 ６０，８４１ － － － ２０，２３０ ３，６８９ ３６，９２２
１９０４年 … … … … … … …
１９０９年 ８９６，６３７ － － ３６０，２８８ ４６，４７５ １０２，５５０ ３８７，３２４
１９１４年 ３６０，５３０ － － － ２９６，９１６ ３１，９５６ ３１，６５８
１９１９年 ５，１７６，３２３ － １，２０６，０００ ２７，１０２ ３，７９０，５７０ １０３，４２６ ４９，２２５

西春日井郡
１８９５年 … … … … … … …
１８９９年 … … … … … … …
１９０４年 … … … … … … …
１９０９年 ３３０ － ６６ ２６４ － － －
１９１４年 ９，３２０ － ７，３２０ － ２，０００ － －
１９１９年 １，７０５，３９０ － １，５４３，８７０ － ７５，０００ － ８６，５２０

第６表 愛知県の絹織物生産

注）単位は（円）。…は資料なし。白絹類には羽二重を含む。無地・縞類は無地縞着尺類の略。その他には輸出向け羽二重を含む。
資料）『愛知県統計書』、『愛知県勧業年報』より

（
七
七
）
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の他の８品目（小項目まで含めると１３品目）に整理されている。愛知県の絹織

物生産額は１９１９年の９４２万円が最大値であるが、織物生産全体に占める割合は

数％にとどまり、県の中心的生産品目ではない（第６表）。しかし、この時期

にはほぼ一定のシェアを占めながら、生産が行われていた。品目的には年次に

よってかなりの変動があり、傾向的には明治期が羽二重など白絹類の生産が多

く、大正期には紋織や無地及縞類が多く生産されている。

つぎに地域別にみていくが、１８９５年～９８年と１９０２年～０６年は郡市別数値がな

く、１８９９年～０１年の間は名古屋市など２～３の主な郡市しか数値の記載がない

ため、詳細な検討が行えない点をまず指摘しておかなければならない。これは

絹織物以外についても同様である。県内で絹織物生産が盛んな地域を郡市別に

みると、１８９９年時点では葉栗郡が絹織物生産総額の３２．９％を占めており、名古

屋市は１３．８％でこの２郡市でほぼ県内の半数を占めているが、中島郡は統計上

では生産が行われていない。他の郡は表記がないためわからないが、少なくと

丹羽郡
合計 紋織類 縮緬類 白絹類 無地・縞類 帯地類 その他
… … … … … … …
… … … … … … …
… … … … … … …
６３７，３７４ ７９，１２０ ３，１６０ ５５２，４２０ － － ２，６７４
４９７，１２１ ４６３，８０５ ３，４１０ ６，０８４ １５，４７９ － ８，３４３
１，１１８，９０１ １６９，９８８ ８，２４６ ９４０，４５８ ２０９ － －

葉栗郡
… … … … … … …
１４５，４８９ ２２，７４４ ７，８９０ ９１，１０５ ２，１００ － ２１，６５０
… … … … … … …
５１４，２５９ ７，５８０ － １３４，４００ － － ３７２，２７９
１０８，７１７ ７８，２７３ ２５，２３１ ３，４５５ － － １，７５８
４６６，２７７ ７８，４７４ １３，７３９ ３７４，０６４ － － －

中島郡
… … … … … … …
－ － － － － － －

… … … … … … …
６６，２５６ ７８１ － － ６０，６８６ － ４，７８９
１２，５３８ － － － ３，８３４ － ８，７０４
４９８，８１２ １，８９２ ６，７２０ ９，５６０ ４７９，１８５ １，４５５ －

（
七
六
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も丹羽郡ではかなりの生産が行われていたはずである。１９０９年では名古屋市が

全県の４１．４％を占めて最大で、丹羽郡が２９．４％、葉栗郡が２３．７％でこれに次い

でいる。こののち大正期に入ると、傾向としては名古屋市への生産の集中が進

み、１９１９年には同市が５４．９％を占めて他郡を圧倒し、丹羽、葉栗両郡の比率は

低下している。これに代わって西春日井郡や中島郡の比率が上昇し、郡部での

生産状況に地域的な変動が生じている。

品目的には、明治期の名古屋市で１９０９年値として羽二重（白絹類）が多いも

のの、この年次のみの数値であるため、傾向としては同市では無地及縞類の糸

織などの生産が盛んである。丹羽郡や葉栗郡では年次にもよるが、羽二重また

は紋織類が生産の主体をなしており、大正期に入って生産の急増する西春日井

郡では生産のほとんどが縮緬に特化している。これらが年によって郡市ごとに

変動するため、全体としてみると、県内で時期によって品目や地域が大きく変

動してみえるのである。

ｃ）絹綿交織物

１８９５年～１９１４年の『愛知県統計書』類に記載をみる絹綿交織物の品目名は、

紋織類、繻子類（１８９９年以降）、二子其他糸入木綿類、袴地類、勾配海気類（１９０４

年以降）、絹綿綾糸織（１８８８年以前）、男帯地類、女帯地類、その他の９品目、

１９１５年以降は繻子、紋織、糸入縞類（小項目として、袴地、其他）、絣、男帯

地類、女帯地類、その他の７品目である。絹綿交織物の生産額は１９００年前後に

３００万円台を示した後、しばらくは１００万円台で低迷し、１９０７（明治４０）年頃か

らじょじょに増加して、大正中期の１９１９年にはこの時期最高の２，２８８万円に達

している（第７表）。品目別にみると、生産の主体は二子其他糸入木綿を中心

とした糸入縞類で、袴地もこの中に含まれている。表中の「その他」は原表の

その他の項目に標記以外の品目をまとめてあるが、１９１９年値では絣が半分近く

を占めている。繻子は１９１９年と翌２０年が突出して多いが、明治末から大正期に

かけては毎年２０～３０万円程度である。縞生地は、先染めした糸を織り込んで柄

や色合いを生み出すもので、愛知県の在来織物の基本をなしているが、絹綿交

織物にはその特性がよく反映している。

県内の生産地域をみると、尾張が大部分を占めるが、なかでも中島郡がその

（
七
五
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生産の中心をなしており、愛知県の過半は同郡での生産に拠っている。このほ

か、名古屋市、葉栗郡などが主な産地で、いずれの郡市とも糸入縞類がその生

産の主体をなしている。しかし、いずれの郡市でも明治末から大正期にかけて、

生産額自体は伸びているものの、綿織物や毛織物の生産拡大に押されて、織物

生産全体に占める割合は低下傾向にある。

年次
愛知県合計

合計 紋織類 繻子類 絲入縞類 その他
１８９５年 ２，０４３，５１３ ４２，５５７ ７１，９１４ １，４９２，９９３ ４３６，０４９
１８９９年 ３，２１１，１２４ ８１，１００ － ２，６７６，９７８ ４５３，０４６
１９０４年 １，２０６，５９２ １１１，２７３ ３５ １，０６５，０００ ３０，２８４
１９０９年 ４，２１９，５１２ ７９，０７９ ７８，２４２ ３，０２１，８５２ １，０４０，３３９
１９１４年 ４，３３６，９２９ ２６０，１１０ ２４６，０７１ ２，８１４，８３１ １，０１５，９１７
１９１９年 ２２，８８７，６９０ １０７，４９６ １，１２４，６０２ １４，２２９，５００ ７，４２６，０９２

名古屋市
１８９５年 … … … … …
１８９９年 １９６，７９９ － － ５７，５７６ １３９，２２３
１９０４年 … … … … …
１９０９年 ９９０，４２２ １８，６５５ ７８，２４２ ２６５，９１１ ６２７，６１４
１９１４年 ５８５，８５６ ７３，１２８ ２１，０７１ ４５８，２５１ ３３，４０６
１９１９年 ４，６３０，７０６ １６，１８５ ５０６，４７０ ２，７３７，３３９ １，３７０，７１２

愛知郡
１８９５年 … … … … …
１８９９年 … … … … …
１９０４年 … … … … …
１９０９年 ６７，５６３ ２，８１１ － ４８，８３６ １５，９１６
１９１４年 １５７，８５７ ８，７０１ － ３５，４１５ １１３，７４１
１９１９年 １，２８７，９０１ ６，４２６ － ９０２，９５１ ３７８，５２４

葉栗郡
１８９５年 … … … … …
１８９９年 ５７５，８８８ ４９，９９４ － ２７３，８６７ ４３２，０２７
１９０４年 … … … … …
１９０９年 ４３６，７４８ ５７，６１３ － ９８，７４３ ２８０，３９２
１９１４年 ９１２，５３２ ６１，２７８ － ８７，８９１ ７６３，３６３
１９１９年 ３，９７０，２９４ － － ２，４６３，６５６ １，５０６，６３８

中島郡
１８９５年 … … … … …
１８９９年 ２，３２６，４８８ ３１，１０６ － ２，２４５，００２ ５０，３８０
１９０４年 … … … … …
１９０９年 ２，５８２，７６４ － － ２，４７２，７０６ １１０，０５８
１９１４年 ２，３０８，１１９ １０７，４２７ － ２，１０３，１８４ ９７，５０８
１９１９年 １１，８４７，９５４ ８４，７３５ ３５８，４００ ７，４７６，７８２ ３，９３７，０３７

第７表 愛知県の絹綿交織物生産額

注）単位は（円）。…は資料なし。
資料）『愛知県統計書』、『愛知県勧業年報』より
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ｄ）綿織物

『愛知県統計書』類に記載をみる綿織物品目名は、１８９５年～１９１４年の間には、

白木綿、岡木綿（１９０８年以降）、縞木綿、絣木綿、縮木綿、織色木綿、綿フラ

ンネル（綿ネル）、蚊帳地、小倉地類（１９０３年以降）、足袋底（１９０４年および１９０８

年以降）、男帯地類、女帯地類、その他の１３品目であるが、１９０２年以降、農商

務省の織物指定特別調査による綿毛布、機械織広幅白綿布、タオル（１９０３年以

降）が、綿織物とは別立てで掲載されている。１９１５年以降は、これら別立て３

品目も綿織物に含まれるようになり、白木綿（小幅物、小項目として、岡木綿、

其他白木綿）、同（広幅物、別表の「広幅綿布」の項目として、天竺布、粗布、

綾金巾、金巾、その他）、縞木綿、絣木綿、縮木綿、織色木綿、綿フランネル、

タオル、蚊帳地、綿毛布、袴地類、小倉地、足袋底、帯芯、男帯地類、女帯地

類、ガーゼ、その他の１８品目、小項目まで含めると、２５品目が上げられている１５）。

綿織物生産額の動向を示した第８表、第９表では、生産額の多い主要６品目

を上げ、それら以外の品目は一括して「その他」に含めている。１８９５年の愛知

県全体の綿織物生産額は５８３万円で、同年の織物生産総額の７３％を占め、他を

圧倒しているが、品目的には小幅白木綿が綿織物の６１．６％を占め主体となって

いる。これに次いで縞木綿が２４．３％を占めて多い。その後１０年間の、生産額の

増加は比較的緩やかであったが、１９０４～０５年頃から増加の速度が高まり、明治

末から大正初期にかけては再び伸びが鈍るものの、１９１５年の落ち込み以降は、

第１次世界大戦による好景気に支えられて、１９１９年にかけて生産額は飛躍的に

上昇している。１９０４年には小幅白木綿の比率が６５．２％まで上昇する一方、統計

上広幅白綿布１６）や綿フランネル、綿毛布が出そろって、その比率を高め、逆に

縞木綿は生産額が激減してその比率も著しく低下している。縞木綿は１９００年以

降じょじょにその生産額が減少してきたが、この年次のみ極端に少なく、翌年

からは再び増加に転じている。広幅物では粗布、天竺布を主体に、金巾なども

相当量生産されている。

織物生産の頂点に達した１９１９年には綿織物生産額が１億６，３００万円に急増し、

各品目とも増加が著しいが、とりわけ広幅白綿布類の急増が目につき、第１次

世界大戦期の綿織物生産額の急増はもっぱら広幅物の増加に拠っているところ

（
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年次
愛知県合計

合計 小幅白綿布 広幅白綿布 縞木綿 織色木綿 綿ネル 綿毛布 その他
１８９５年 ５，８３２，２６５ ３，５９４，０３９ … １，４１８，４１５ － ７，１７８ … ８１２，６３３
１８９９年 ８，１５６，７５２ ５，１９８，１１１ … １，６４６，３６０ ３３２，０１７ ５５，５３９ … ９３１，３０３
１９０４年 ９，１７７，５０６ ５，９８３，１６２ ５１６，０７０ ６０４，１６０ ４６７，７８２ ４７４，８４４ ４０１，２３７ ７３０，２５１
１９０９年 １８，８９０，５０２ ９，８４４，１４４ １，２００，８１８ ２，１６１，２６６ １４７，２４１ ４７７，９３３ １６５，９７１ ３，５６９，１２９
１９１４年 ２２，３６０，２２４ １０，７１８，１０６ ４，８２９，５３４ ２，３７３，８０１ １，３２７，０７５ ３５６，８０７ １０３，７２９ ３，０２７，０９６
１９１９年 １６３，１７２，９４９ ３９，３８７，５１５ ８４，６００，６０１ １４，７９８，４５７ ３，７８３，３２６ ９６７，５６７ ２，２９４，１７３ １７，３４１，３１０

名古屋市
１８９５年 … … … … … … … …
１８９９年 ３５６，０４５ － … ６０，３２３ － ２４，３８９ … ２７３，７０３
１９０４年 ２，０９５，７８９ ５２６，９７７ ５１６，０７０ － － － ３７２，９８５ ６７９，７５７
１９０９年 ２，９３１，３４６ ２４１，４７５ ８８８，８９７ １３５，４８４ １０，０１０ １５１，１９０ １６２，７０７ １，３４１，５８３
１９１４年 ３，１５８，１６３ ７２３，７０７ １，３０２，５７９ １００，３７８ ３５８，０８１ ７９，８８４ ５３，７２９ ５３９，８０５
１９１９年 ３４，８０２，３４３ ３２６，０５０ ２５，０４３，８４３ ３１３，４１５ ５１，１０７ ８４０，２７０ ２，２１８，９６１ ６，００８，６９７

愛知郡
１８９５年 … … … … … … … …
１８９９年 … … … … … … … …
１９０４年 ３１，９４９ １１，７２８ － － － － － ２０，２２１
１９０９年 ６９３，５１４ ９３，７１１ ４６，２６０ ４２，７１３ ６７７ ３０５，７３２ ９６０ ２０３，４６１
１９１４年 １，１２６，７３１ ２２８，８３８ ４２０，６１３ ９２，２７７ ２，３２９ ２２２，７７３ － １５９，９０１
１９１９年 １７，９５７，６２９ ２，５９６，３９７ １３，２５３，６８２ ８４３，４２９ ４５７，４１９ ２３，６６２ － ７８３，０４０

西春日井郡
１８９５年 … … … … … … … …
１８９９年 … … … … … … … …
１９０４年 ４９，０４１ ４１，４１８ － － － － － ７，６２３
１９０９年 １１５，１４２ ８２，４４１ ３０，６００ ６１５ － １，４６１ － ２５
１９１４年 ５０９，８９０ ３５０，２８２ ７３，６２０ １２，７７２ － ２２，０６１ － ５１，１５５
１９１９年 ３，４１６，８６０ ２２，０３２ ７２７，６７３ － － １００，８００ － ２，５６６，３５５

丹羽郡
１８９５年 … … … … … … … …
１８９９年 … … … … … … … …
１９０４年 ５９５，０７６ ３３９，１１０ － － － － １，８００ ２５４，１６６
１９０９年 １，６８１，４２２ １，８８２，７７４ ２９，０５１ ６２，１２２ ４３，３８２ － １，２００ １６２，７２３
１９１４年 １，４８０，５３８ ９６１，０８１ － ７９，８８９ １８７，５９６ － － ２５１，９７２
１９１９年 ４，９１８，３２３ ２６１，６６０ ３，４４４，１０５ ５９７，８７９ １，３０３ － － ６１３，３７６

中島郡
１８９５年 … … … … … … … …
１８９９年 １，１４９，８６４ １０７，８３２ … ５１０，４０４ １１８，７０７ ２４，０２５ … ３８８，８９６
１９０４年 １，１８７，５９４ ７１７，３６６ － － － － ４，０５０ ４６６，１７８
１９０９年 ２，５５８，５３６ ５２３，３６２ － ８６７，９５０ ６４１，２７２ － １，１０４ ５２４，８４４
１９１４年 ３，１８７，８９８ ２７８，２４７ ９００ １，０６０，８９３ ２８８，６５２ ６７５ ５０，０００ １，５０８，５３１
１９１９年 １２，８６９，２０３ ８８９，８７７ ２，１８９，０００ ４，９４４，５８５ １，５３８，０４１ － － ３，３０７，７００

海部郡
１８９５年 … … … … … … … …
１８９９年 … … … … … … … …
１９０４年 ４２２，３６３ ７７，１７６ － － － － － ３４５，１８７
１９０９年 １，２９７，７７７ １９４，２２３ － ３５４，８７５ ５７４，１１６ － － １７４，５６３
１９１４年 ４２３，８６３ ２２１，４０９ － ４１，３１８ １０３，１０８ － － ５８，０２８
１９１９年 ４，０７６，０３８ １７７，２９０ ３９９，９３０ １，５３８，７７６ － － － １，９６０，０４２

知多郡
１８９５年 … … … … … … … …
１８９９年 １，９６０，１４９ １，９３３，２３１ … １８，３４３ １，６００ ６，０００ … ９７５
１９０４年 ２，８５４，２７７ ２，８２２，９００ － － － － － ３１，３７７
１９０９年 ３，７９８，１４９ ３，７７１，３３４ － ５，８１９ ４７ － － ２０，９４９
１９１４年 ７，３４２，１０９ ４，７９８，３４３ ２，５０９，９７４ － － － － ３３，７９２
１９１９年 ５０，２３５，０１５ ２１，３９８，６８４ ２８，８３６，３３１ － － － － －

第８表 愛知県尾張地域の綿織物生産額

注）単位は（円）。…は資料なし。
資料）『愛知県統計書』、『愛知県勧業年報』より
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が大きい。同年の広幅白綿布の綿織物全体に占める比率は５１．８％と過半に達し、

小幅白木綿を金額で倍以上も上回っている。１９１４年からの５年間で、綿毛布は

２２．１倍、広幅白綿布は１７．５倍の急増であったが、小幅白木綿は３．７倍と縞木綿

の６．２倍よりも伸び率は低かった。綿織物全体としてみれば、１９１９年には広幅、

小幅を合わせた白綿布類が生産額の７５．９％を占め、縞木綿は大正期にじょじょ

に比率が低下して、９．１％を占めるに過ぎなくなっている。なお、『愛知県統計

書』で１９０８年以降に品目名として登場する「岡木綿」は、小幅白木綿の一種で、

栃木県の真岡木綿を模したものともされるが、一般の白木綿よりも多少高い価

格で取引されるため、一定の生産量があり、小幅白木綿全体の１～２割程度の

生産規模を有している。

地域的な特性を、まず尾張地方からみてみよう。第８表には１９１９年の綿織物

生産額が３００万円以上の郡市を上げているが、最大は知多郡の５，０２３万円、次い

で名古屋市の３，４８０万円、以下、愛知郡の１，７９６万円、中島郡の１，２８７万円が主

だった郡市である。一部郡市別のわかる１８９９年からみると、やはり知多郡が１９６

万円と最も多く、中島郡の１１５万円がこれに次いでいる。知多郡はこの間一貫

して綿織物で愛知県最大の生産額を上げているが、生産の中身はほぼ白綿布類

に集中、特化しており、大正期に入る頃から広幅白綿布類の生産が急増するが、

それまでは小幅白木綿生産が大部分を占め、品目的にはほかにみるべきものが

ほとんどない。

これに対して、名古屋市では広幅白綿布生産額が、統計に登場する１９０４年時

点ですでに５１万円と、白木綿の５２万円に匹敵する生産規模を上げており、その

後は低迷する白木綿に替わって、同市綿織物生産の中心になっている。１９１９年

には綿織物生産の７２％を同品目が占めている。ただし、知多郡とは異なって、

縞木綿、織色木綿、綿フランネルなど多彩な品目の生産が行われており、さら

に、綿毛布など特殊な品目が名古屋市に集中している。愛知郡や西春日井郡な

ど、名古屋市に隣接する地域では、明治末頃から綿織物生産額が急増するが、

名古屋市同様、広幅白綿布類がその生産の主体をなし、在来品目もある程度み

られるものの、新興産地の趣が強い。名古屋市を中心としたこの地域は大規模

な紡績資本による兼営織布が展開した地域であり、前述した神立春樹氏の指摘
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する広幅白綿布類主体の生産特性は、この地域特性を強く反映したものである。

他方、中島郡は尾張西部の中心的織物生産地であるが、綿織物生産の中心は

縞木綿にあり、白綿布類の生産はあまり活発ではない。ただし、尾張地方のな

かでは岡木綿生産の中心となっている。同様の傾向は近隣の丹羽郡や海部郡、

葉栗郡でも認められ、この地域が絹綿交織物とともに、先染め糸を用いた在来

の縞木綿生産地域であった特性を強く反映している。これは上述の名古屋市お

よびその周辺地域や知多郡、さらに後述する三河地方とも異なる尾張西部の地

域特性である。

つぎに三河地方の特性をみておこう（第９表）。この地方は江戸期以来の三

河木綿の産地として有名であるが、先述のように綿織物以外には有力な織物生

産がなく、その綿織物生産も、統計の利用できる明治中期以降は、尾張地方の

後塵を拝している。品目的には白木綿生産がその主体をなしてきたが、明治末

から大正期にかけて、じょじょに白木綿の比率は低下し、尾張同様広幅白綿布

の生産が増加している。白綿布類のうち、岡木綿生産が比較的盛んで、一般の

白木綿と同等規模の生産額を示している。また、縞木綿や織色木綿の比率もむ

しろ高まる傾向を示し、１９１９年には白木綿を中心としながらも、多様な品目構

成を示している。ただし、この点は以下の地域的な特性を反映した結果である。

地域的特性をみると、三河地方の綿織物生産は、三河湾に面した平野部の碧

海郡、幡豆郡、額田郡、宝飯郡に集中しており、西加茂、東加茂、北設楽、南

設楽、八名など、北部の丘陵・山間部ではあまり盛んではない。渥美郡では主

として豊橋１７）とその周辺に生産が集中しているようである。１９１９年には上記主

要４郡で三河地方の綿織物生産の９５％を占め、４郡の合計額３，０５０万円で尾張

地方の主要綿織物生産郡１郡の規模に匹敵している。ただし、４郡のうち、碧

海、幡豆、額田３郡では生産がほぼ白綿布類に収斂しているのに対して、宝飯

郡のみは白綿布類の生産規模が小さく、縞木綿および織色木綿に集中している。

すなわち、三河の綿織物生産は明治後期から大正期にかけて、白綿布生産への

収束を強める碧海、幡豆、額田３郡からなる西三河地域と、縞木綿、織色木綿

に生産を集中させる宝飯郡（東三河地域）に峻別されるようになる。さらに東

隣の渥美郡では豊橋を中心にして、生産規模は小さいものの、綿織物と並んで

（
七
〇
）
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年次
三河地域

合計 小幅白綿布 広幅白綿布 縞木綿 織色木綿 綿ネル 綿毛布 その他

１８９５年 ２，１９０，３０１ １，７７２，７１９ … ２２５，６７１ － － … １９１，９１１

１８９９年 … … … … … … … …

１９０４年 ３，５２０，５８６ １，２４１，５３５ － － － － １１，８０４２，２６７，２４７

１９０９年 ４，５４８，２６０ ３，３４０，２１８ ２８，６００ ５４３，４００ ２０１，５９７ １９，５５０ － ４１４，８９５

１９１４年 ４，８３５，２７１ ２，９３８，７７０ ５２１，８４８ ６５５，０３０ ３３２，８３１ ３１，４１４ － ３５５，３７８

１９１９年 ３１，９４１，３９０ １３，５３２，４５４９，５０４，５３９５，９３０，９９６１，６５６，０９７ ２，８３５ ７５，２１２１，２３９，２５７

碧海郡

１８９５年 … … … … … … … …

１８９９年 … … … … … … … …

１９０４年 ３９８，１８２ ３９０，８１８ － － － － ３，２９９ ４，０６５

１９０９年 １，３５９，１１４ １，３３１，７３０ － ３，３４４ ７００ － － ２３，０４０

１９１４年 １，４１８，７６１ ８７９，３６８ ４０９，９７０ ４，０９６ ５，６３９ ３１，４１４ － ８８，２７４

１９１９年 ５，７８０，８４２ ２，３６５，５２２３，２０３，６６０ ４１，２５０ ９，１００ － － １６１，３１０

幡豆郡

１８９５年 … … … … … … … …

１８９９年 … … … … … … … …

１９０４年 ３８７，５１０ ３４７，３８０ － － － － ８，５０５ ３１，６２５

１９０９年 １，６９２，９１０ １，４０８，７６４ － ３６，０６４ １９，８１４ － － ２２８，２６８

１９１４年 ７９３，７４０ ６５５，７９１ － ２８，７２５ １８，１７５ － － ９１，０４９

１９１９年 ４，９９３，２０２ ２，４７４，５６２２，３３５，８４０ ４５，６３２ ４，６００ － － １３２，５６８

額田郡

１８９５年 … … … … … … … …

１８９９年 … … … … … … … …

１９０４年 ４４４，７９７ ４３３，３７７ － － － － － １１，４２０

１９０９年 ６９１，３２７ ５４２，５７４ － １９，８７４ １２，４５７ － － １１６，４２２

１９１４年 １，４６０，０９７ １，２０５，１８３ ８０，５２８ １９，３６１ ２３，４３８ － － １３１，５８７

１９１９年 １２，４４２，２７２ ８，２４８，２９１３，５１９，００７ １５０，４４３ ９９，９４６ － ７５，２１２ ３４９，３７３

宝飯郡

１８９５年 … … … … … … … …

１８９９年 … … … … … … … …

１９０４年 ３５９，８８８ ３７，２３０ － － － － － ３２２，６５８

１９０９年 ７４１，２１３ ２５，８１３ ２８，６００ ４５５，４４７ １６４，６５０ １９，５５０ － ４７，１５３

１９１４年 ９３３，１５２ ３９，２９０ － ５９７，２４０ ２７７，４１３ － － １９，２０９

１９１９年 ７，２８８，６９０ ９，１８０ ５２，０５６５，６１４，４２８１，５１８，７７３ ２，８３５ － ９１，４１８

第９表 三河地域の綿織物生産額

注）単位は（円）。…は資料なし。額田郡の１９１９年値には、１９１６年に市制施行した岡崎市の数値を含む。
資料）『愛知県統計書』、『愛知県勧業年報』より

（
六
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絹織物生産が一定程度展開しており、三河地方が東部と西部の間で織物生産の

地域特性に差異を有することを示している。

ｅ）毛織物ほか

『愛知県統計書』類で１８９９年から標目の上がる毛織物は、当初品目には分け

られておらず、１９０１（明治３４）年になって毛布（羅紗、フランネル、セル等）

とその他の２項目が、１９０４年以降にフランネル、セル類、その他の３項目が表

記される。さらに翌年からフランネルが消えて、膝肩掛類が加わり、１９０８年以

降、モスリン、フランネル、セル、毛布、膝肩掛、その他の６項目となり、１９１６

年からは羅紗が付加されて７項目となっている。これらのうち、愛知県の毛織

物生産動向を示す第１０表では、主要生産品目であるモスリン、フランネル、セ

ル類、羅紗の４品目を掲げ、それら以外はその他に一括して示した。

明治後期から大正中期にかけての日本の毛織物生産は、東京府、大阪府、愛

知県、兵庫県が主要生産府県であり、東京では千住製絨所が官営工場として、

全国の毛織物生産の中心的役割を果たし、軍服などの大量生産を行っていた。

大阪では毛斯倫（モスリン）紡織など服地生産を行う大阪市およびその周辺部

の大企業と毛布生産に特化した泉大津の中小企業群があり、兵庫には加古川を

中心に日本毛織の製造拠点があった。これらに対して、愛知県では地場の中小

企業を主体とした服地生産が展開するようになり、他府県のような主導的企業

や工場が生産をリードする生産構造にはならなかった１８）。

１８９９年の毛織物生産額はわずか２，９５０円とどまるが、１９０４年には５万円（た

だし、前年は１８万円）、１９０９年には４５万円と急拡大し、品目的にはセル地（サ

ージ）が中心となり、１９１９年には毛織物総額４，５４３万円のうち、８０．６％がセル

地で占められている。大正中期頃になると、フランネルや羅紗、モスリンなど、

生産品目の多様化もみられるが、セル地中心の基本的特性に変化はない。

地域的な特徴をみると、統計上、当初名古屋市から始まった毛織物生産は、

すぐに中島郡や海部郡（当時は海東郡）でも展開するようになり、名古屋市と

尾張西部の中島・海部２郡が毛織物生産の中心となっている。ただし、愛知県

における毛織物生産がどこで最初に行われ始めたのかは、統計数値の上だけで

は判断できない。名古屋市ではセル地を中心としながらも、綿織物に含まれる

（
六
八
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年次
愛知県合計

合計 モスリン フランネル セル類 羅紗 その他

１８９９年 ２，９５０ … … … … …

１９０４年 ５４，８１６ … １，３５０ ２８，４８１ … ２４，９８５

１９０９年 ４５５，８４８ ３７，８０９ １０，４８４ ３８５，１００ … ２２，４５５

１９１４年 ３，１１６，６１４ １４７，３８１ － ２，５３８，５９１ … ４３０，６４２

１９１９年 ４５，４２８，９９１ ３７，８００ １，８２１，７１５ ３６，６１８，０３７ ４，０１６，２３３ ２，９３５，２０６

名古屋市

１８９９年 ２，９５０ … … … … …

１９０４年 １３，６２３ … － － … １３，６２３

１９０９年 １７１，０７７ － ３，４７７ １５４，０８６ … １３，５１４

１９１４年 １，０４９，８８０ １４７，３８１ － ６４６，２７３ … ２５６，２２６

１９１９年 ４，２３６，２６４ － － ２，４５６，３６７ － １，７７９，８９７

愛知郡

１８９９年 － … … … … …

１９０４年 ２，７００ … １，３５０ １，３５０ … －

１９０９年 － － － － … －

１９１４年 ５１，４４９ － － ５１，４４９ … －

１９１９年 ７３９，０４２ ３７，８００ １０５，５５２ ５３０，２４６ － ６５，４４４

西春日井郡

１８９９年 － … … … … …

１９０４年 － … － － … －

１９０９年 ３６，４５０ ３６，４５０ － － … －

１９１４年 ４７７，７１３ － － ３０３，２９７ … １７４，４１６

１９１９年 ２，９４９，７１５ － ２０２，８００ ２，３６２，８５６ － ３８４，０５９

中島郡

１８９９年 － … … … … …

１９０４年 １１，３６２ … － － … １１，３６２

１９０９年 ９０，９９９ － － ９０，９９９ … －

１９１４年 ９７１，０１０ － － ９７１，０１０ … －

１９１９年 １６，５２９，２０９ － １，５０６，４７５ １３，１２１，６３４ １，１９６，７０４ ７０４，３９６

海部郡

１８９９年 － … … … … …

１９０４年 ２７，１３１ … － ２７，１３１ … －

１９０９年 １４１，５０５ － － １３９，７５５ … １，７５０

１９１４年 ５５７，７００ － － ５５７，７００ … －

１９１９年 ２０，４６４，３４７ － ６，８８８ １８，０４４，１３０ ２，４１３，３２９ －

第１０表 愛知県の毛織物生産額

注）単位は（円）。…は資料なし。
資料）『愛知県統計書』、『愛知県勧業年報』より

（
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綿毛布の生産が愛知県内では盛んな場所で、その他に含まれる種々の毛織物製

品が生産されている。中島郡と海部郡は明治末頃から毛織物生産が急増し、大

正中期には羅紗やフランネルの生産もみられるものの、セル地生産が県内でも

最も盛んな地域である。この地域における毛織物生産の増加は、ちょうど絹綿

交織物生産の停滞や比率低下と表裏の関係を示している。

他方、愛知郡や西春日井郡では明治末ないしは大正初め頃から生産が活発化

しだし、やはりセル地を主体に生産が盛んとなるが、１９２１年の一部町村の名古

屋市への編入によって、見かけ上、両郡での生産が皆無となるため、事実上は

名古屋での毛織物生産が周辺の郡部へ展開した結果とみてよいだろう。これら

以外にも、葉栗郡では中島郡などと同様、明治中期からセル地を中心とした生

産が行われてきているし、大正中頃になって、知多郡でも羅紗を中心とした毛

織物生産がみられるようになる。しかし、三河地方では、豊橋市や岡崎市で散

発的に統計表に毛織物生産が記載されることはあるものの、その生産はほとん

ど皆無といってよく、綿織物生産への収斂傾向が強い。

毛織物以外に、愛知県内ではわずかながら、麻織物、雑織物（織物雑類）、緞通

（敷物）なども生産されている。表には掲げないが、名古屋市ではリボンなどの

細幅織物やわずかではあるが緞通製造も行われている。麻織物も特定品目への

特化はみられず、名古屋市や丹羽郡、海部郡など尾張地方と、碧海郡や宝飯郡

など三河地方の一部で散在する形での細々とした生産がみられる程度である。

４．まとめ

本稿では明治大正期における愛知県での織物生産状況を、『愛知県統計書』

類に依拠しながら分析してきた。以下にその要点をまとめておこう。

これまでの検討から、明治大正期における愛知県内の織物生産は、地域的に

いくつかの類型に分けられることが明らかとなった。大まかには尾張地方と三

河地方は異なる織物地域の類型をなしている。さらに尾張地方の中では、名古

屋およびその周辺部（愛知郡、西春日井郡、東春日井郡）、尾張西部（丹羽郡、葉

栗郡、中島郡、海部郡）、知多郡の３織物地域に分けてみることができる。三

（
六
六
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河地方では、碧海郡、幡豆郡、額田郡、宝飯郡が三河平野の中でひとまとまりの織

物生産地域を構成するが、より子細にみれば、碧海・幡豆・額田の西三河３郡

と宝飯郡（東三河）との間には地域的な動向の違いが認められる。これらの地域

区分に沿いながら、それぞれの地域の特性を整理すると以下のようになろう。

まず、名古屋およびその周辺部は、名古屋市を中心に、明治後期以降に展開

する大規模紡績工場による兼営織布が、広幅白綿布類の生産を軸に綿織物生産

地域を形成している。と同時に在来の絹織物、絹綿交織物生産も一定の集積を

みており、工場生産とともに家内工業や賃織生産も多く残存して、小規模生産

と動力化の遅れが大規模工場の機械生産と同居している。さらに、毛織物生産

も在来の小規模生産と一定規模での工場生産が、周辺の郡部まで含めて展開し

ている。

つぎに尾張西部は、中島郡を中心に絹綿交織物と縞木綿主体の綿織物生産が

在来の機業地に展開していたところへ、明治後期以降、毛織物生産が導入され、

大正期に入ると毛織物生産が絹綿や綿織物生産を凌駕し、毛織物生産地域へと

変貌していく地域である。ここでは工場生産も展開するが、旧来からの織元－

賃織業の生産関係が継続し、無動力の小零細生産者による織物生産が、明治大

正期にはなお多く残存している。力織機の導入が進まない背景として、技術的

には絹綿、綿とも縞類が生産の中心で、縞柄の織り出しが手織機に頼らざるを

えかった点や農村地域の社会経済的状況が影響していたことが考えられるが、

こうした点は今後の検討課題である。技術的な背景としてはこのことと中島郡

を中心に大正期に足踏機が普及したことの間にも関連があると思われる。

さらに知多郡は、ここも古くからの「知多木綿」生産地域であるが、ほぼ白

木綿に特化した生産が行われ、明治末から大正期にかけて、急速な力織機の普

及によって工場制生産がいち早く展開し、愛知県内最大の綿織物生産地域とな

った。大正後期になって毛織物生産が入ってはくるものの、ほぼ綿織物生産、

なかでも小幅白木綿と明治末から展開する広幅白綿布類の生産が圧倒的大部分

を占めている。

最後に三河地方をみると、古くからの「三河木綿」産地であり、矢作川流域

など、西三河の平野部を中心に綿織物生産が盛んな地域であったが、明治大正
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期には尾張地方の生産規模に圧倒された状況となっている。それでも碧海郡、

幡豆郡、額田郡を中心に小幅白木綿生産が展開し、大正期には力織機の導入も

進んで、工場制生産の導入は尾張地方以上に進んでいる。ただし、同じ三河で

も東三河の宝飯郡では縞木綿生産が盛んで、白木綿中心の西三河地域とは異な

った品目への特化がみられる。これら互いに隣接する３～４郡での綿織物生産

をひとまとめしてみれば、尾張地方の有力織物生産郡１郡の生産規模に匹敵す

るため、産地として決して無視することはできない。

以上のように、愛知県は、尾張３地域、三河１地域の性格の異なる織物生産

地域から構成されており、とりわけ、尾張地方の３地域構成は、あたかも、大

阪府における大阪市およびその周辺部と、河内地方、和泉地方の３地域類型に

対応するかの如くである。大阪府では大阪市およびその周辺部が紡績資本によ

る大規模な兼営織布の展開や毛織物生産の展開、河内地方が縞木綿や織色木綿

を主体とした在来の「河内木綿」産地、和泉地方が白木綿主体の綿工業地域と

特徴付けられるが、名古屋市と大阪市、尾張西部と河内、知多郡と和泉の対応

が思い浮かぶ。しかし、河内地方は明治大正期以降、織物産地としての特性を

急速に喪失し、機械金属工業、雑貨工業など都市的工業生産地域へと変貌して

いったが、尾張西部の場合、日本を代表する毛織物工業地域へと発展していく

ことになった。むしろ、三河地方が織物生産の停滞するなかで、戦後自動車関

連の工業集積を進めていった点を勘案すれば、河内地方との対応を三河地方に

求めた方がよいかもしれない。これらの諸点の検討は、いずれも今後の課題で

あり、さらに『工場通覧』をはじめとする個別工場一覧の分析によって、織物

工場のより詳細で具体的な展開状況を明らかにし、郡市別ではなく、市区町村、

大字別の工場展開を捉え、織物生産における近代工業化の地域的実相に迫る課

題が残されている。

なお、本稿の作成にあたっては、資料収集に際して平成２２年度の愛知県立大学学長特別研究費を使

用した。ご協力いただいた関係各位に感謝します。

注

１）中島 茂（２００１）『綿工業地域の形成』、大明堂

２）同上（１９８９）「大正期大阪府下綿織物工場の分布特性」『賢明女子学院短期大学研究紀要』２４、pp．４３
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３）『農商務統計表』は第１次（１８８６〔明治１９〕年刊、内容は１８８４年分）～第４０次（１９２５〔大正１４〕

年刊、内容は１９２３年分）の刊行で、初期のものについては、収録府県や資料の遺漏も多く、末尾

至行（１９６６）によって問題点も指摘されている。１９２５年の省庁改編によって、農商務省は農林省

と商工省に分けられたため、本統計は第４０次で終了し、翌年以降の工業に関する統計は『商工省

統計表』に受け継がれた。末尾至行（１９６６）「初期『農商務統計表』の工場統計 ―その解題と

その分析―」『人文地理』１８－４。

４）松田芳郎編（１９８０）『明治期府県の総括統計書解題―「勧業年報」によるデータベース編成事業

報告書�―』、一橋大学経済研究所日本経済統計文献センター
５）上掲書ならびに中島（２００１）前掲書参照。

６）同年の『愛知県勧業年報』冒頭１～２頁の凡例には、「一従来本県ニ於テハ愛知県勧業雑誌ナル

モノヲ編纂シ農商工水産及山林等ニ関スル事項ハ郡市町村ヨリノ諸統計表及諸報告類ハ勿論斯業

ニ係ル諸講話筆記等洽ク叙述シ以テ地方当任者ニ頒布セリ是レ随時印刷セシヲ以テ事実ヲ�速ニ
通報シ得ラルヽノ便アリシト雖 一年度内ニ於ル勧業上ノ統計ヲ得ンニハ一定ノ季限ニ拠ラザル

可カラズ是レ本書ノ編纂アル所以ナリ」とあり、１８９４（明治２７）年以前に『年報』の刊行があっ

たのかどうかは疑問である。

７）『明治四十年愛知県統計書』冒頭の凡例には「一従来県治一班、学事年報、勧業年報、警察統計

書及衛生年報ヲ発刊セシモ本年以降ハ之ヲ廃止シ代フルニ統計書ヲ発行スルコトヽナレリ」とあ

り、前年で『愛知県勧業年報』の刊行が終了したことがわかる。

８）『愛知県治一班』は第１回が１８９５年版として刊行され、１９００（明治３３）年、０１年、０３年分を除い

てほぼ毎年刊行されている。

９）岡崎市は、１９１６（大正５）年に額田郡の旧岡崎町が市制施行したものである。

１０）神立春樹（１９７４）『明治期農村織物業の展開』、東京大学出版会、p．２３

１１）上掲書、pp．３９－４４。

１２）中島（２００１）前掲書、pp．５０－５３。

１３）海部郡は１９１３年に海東郡と海西郡が統合されて成立した郡である。本稿では煩雑さを避けるため、

本論中、表中を含めて、１９１２年以前の数値や表記についても海東、海西を集計し、海部郡の名称

を用いている。

１４）１９２１（大正１０）年８月には名古屋市に近接した愛知郡の一部３町８村と西春日井郡の一部２町３

村が名古屋市に編入合併され、同年以降の両郡の織物生産は、毛織物に限らず機業戸数、生産額

とも見かけ上、激減しほとんど姿を消している。

１５）綿フランネル（略称、綿ネル）は、『愛知県統計書』類では１９１４年までは数量単位が「反」とな

っているが、１９１５年以降は「碼（ヤード）」で表されている。綿フランネルは、もちろん小幅物

がないわけではないが、一般的には洋服地として広幅物であることが多く、広い意味では広幅綿

布に含めてもよいが、ここでは原表の記載通りに別物として取り上げている。なお、「小倉織」

は１９１５年以降の『大阪府統計書』では「服地小倉」として「小幅白綿布類」の小項目に組み込ま

れているが、ここでは小幅白綿布には含めず、「その他」に合算している。

１６）ここでいう「広幅白綿布」は、『愛知県統計書』の原表に従えば、「白木綿（広幅物）」と表記す

べきであるが、「白木綿」自体が小幅白綿布類の代表的品目名であり、原表でも「織物指定特別

調査」の欄では「機械織広幅白綿布類」（１９１５年以降は「広幅綿布」と表記）の用語を使用して

いるため、本稿では「広幅白綿布」と表記する。

１７）豊橋市は１９０６（明治３９）年に渥美郡の旧豊橋町が周辺２村（豊岡村、花田村）を統合して市制施

行したものである。

１８）日本毛織は愛知県内にも一宮や弥富に製造拠点を有したが、これは戦時中の１９４２年に地場の昭和

毛糸紡績を買収合併したものである。
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